
　
　
　
第
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
考
古
　
墨
　
の
　
栞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
一
三
〇
　
（
二
九
八
）

然
々
も
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
ほ
添
物
の
臨
代
を
距
る
讐
年
後
の
書
麺
ぎ
者
の
活
動
を
制
限
せ
ん
こ
す
る
も
の
な
り
。
一
切
人
類
の

　
す
。
之
を
以
て
海
図
の
全
系
統
を
覆
。
．
ん
、
、
ず
る
は
譲
れ
づ
。
　
　
　
　
過
去
の
研
究
は
悉
く
考
古
學
の
分
野
に
在
り
古
代
の
人
類

　
　
　
ゆ
　
　
　
の
　
の
　
　
ホ
　
　
ゆ

七
一
『
遣
物
遺
跡
の
時
代
　
を
決
定
し
莫
の
性
質
を
朋
に
　
の
研
究
に
ま
れ
、
古
代
の
美
術
宗
敏
の
研
究
に
、
京
れ
、
白

す
る
は
、
人
類
の
過
去
を
研
究
す
る
考
古
學
の
目
的
の
墓
　
ら
考
古
學
者
青
る
の
態
度
に
煮
る
無
く
ん
ば
之
を
期
す
る

礎
π
る
の
み
。
此
の
個
々
の
遺
物
遺
跡
に
…
陣
す
る
智
識
を
　
能
は
ざ
る
満
し
。
吾
人
は
隊
商
考
古
學
者
が
醗
近
疾
及
ク

綜
合
し
て
．
其
上
に
組
織
朗
智
識
を
建
立
せ
ざ
る
可
か
ら
　
ジ
！
ト
島
業
態
に
於
い
て
研
究
せ
る
結
果
、
建
立
せ
る
組

す
。
殊
に
雨
受
の
貧
弱
な
る
時
代
及
塊
方
の
人
類
過
去
の
　
織
的
智
識
の
大
系
を
學
ぶ
時
、
．
其
の
綜
合
的
方
法
ご
態
度

歴
史
を
研
究
す
る
は
、
考
古
前
者
の
手
に
挨
つ
こ
ご
最
も
　
に
就
き
て
得
る
斯
多
か
る
縛
し
○
今
一
々
之
が
實
例
を
蓮

多
し
ざ
な
す
。
考
古
學
を
以
て
軍
に
遣
物
遺
跡
の
個
々
に
　
ぶ
る
の
暇
無
き
を
以
て
、
考
古
學
の
研
究
方
法
に
瀾
し
て

濡
す
る
智
識
の
供
給
者
だ
り
こ
し
、
或
は
古
代
の
風
俗
文
　
は
姑
く
之
を
以
て
筆
を
措
く
こ
ご
、
し
、
第
四
章
三
論
に

化
を
研
究
す
る
の
み
が
考
古
學
な
り
こ
す
る
は
、
考
古
學
．
移
る
可
し
。

天
満
…
天
藤
　
の
信
舞
の
愛
遷

（
上
｝丈

學
士
　
長
沼
賢
海

　
我
が
國
紳
砥
の
中
に
て
、
天
満
天
紳
ほ
ご
其
起
原
が
比
　
も
縦
に
も
墾
化
に
富
む
も
の
は
外
に
は
あ
る
ま
い
ξ
思
ふ

較
的
新
し
い
に
も
係
ら
す
、
論
れ
に
封
ず
る
信
仰
が
横
、
に
　
八
幡
帥
、
憲
H
明
帥
、
熊
野
紳
等
も
な
か
一
二
化
に
乏
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し
く
な
い
様
で
あ
る
が
、
天
満
天
紳
に
比
べ
把
な
ら
ば
、

い
ふ
に
足
ら
な
い
機
に
思
は
れ
る
。
此
の
墾
化
の
委
細
を

研
究
す
る
こ
ご
は
容
易
な
ら
ざ
る
闘
題
で
あ
る
が
、
私
は

特
に
弛
れ
を
佛
激
史
の
上
よ
り
観
察
し
た
結
果
に
就
い
て

概
略
を
述
べ
や
う
ビ
恩
ふ
の
で
あ
る
〇

　
一
群
日
本
文
朋
の
根
底
は
佛
敷
に
量
る
も
の
頗
る
多
く
’

俗
士
道
の
登
達
の
如
き
は
佛
激
の
刺
戟
に
よ
る
も
の
頗
る

混
く
、
其
内
容
、
形
式
．
共
に
馬
脚
か
ら
縛
化
し
π
も
の
こ

謂
っ
て
差
支
な
い
分
子
が
頗
る
多
く
、
天
満
天
王
に
淫
す

る
信
仰
の
如
き
も
、
其
影
響
を
受
く
る
こ
ご
甚
だ
明
瞭
で

あ
る
。
吾
人
は
そ
こ
に
多
く
の
興
昧
を
戚
挙
る
も
の
で
あ

る
。

　
刺
身
の
述
べ
や
う
ご
思
ふ
所
を
大
層
左
の
様
な
圖
に
表

は
し
て
見
勝
。

　
　
◎
圓
口
次
べ
ー
ツ
に
あ
り

第
四
管
　
　
雑
纂
　
　
天
蒲
天
紳
の
信
即
の
憂
蓬

先
づ
李
安
時
代
か
ら
説
か
う
ε
思
ふ
。

　
　
　
陶
　
羅
愛
要
望

　
濫
眞
の
麗
興
し
π
の
は
延
喜
三
年
で
あ
っ
て
、
其
後
四

十
五
年
を
経
て
、
村
上
天
皇
の
天
唇
元
年
に
北
野
帥
耐
が

出
來
、
叉
其
の
麗
去
の
年
を
去
る
九
十
】
年
一
條
天
皇
は

正
暦
四
年
五
月
に
使
者
を
太
宰
府
墨
染
寺
の
溢
眞
の
廟
院

に
遣
は
さ
れ
て
、
左
大
臣
を
賂
ら
れ
、
つ
い
で
十
一
月
更

に
使
者
を
遣
は
さ
れ
て
、
正
一
位
太
政
大
臣
を
賂
ら
れ
た

之
よ
b
先
、
正
暦
二
年
に
は
官
幣
を
北
野
魁
に
も
奉
ら
る

》
こ
ご
、
な
り
、
之
よ
り
後
寛
弘
元
年
に
は
貯
め
て
行
幸

せ
ら
れ
陀
。

　
期
の
如
く
僅
々
一
世
麗
の
聞
に
、
太
宰
椹
帥
菅
原
滋
眞

の
祠
が
、
累
代
以
來
の
諸
掛
砥
に
も
増
し
て
、
朝
野
の
崇

敬
の
遜
常
な
ら
す
な
り
沈
る
に
就
い
て
は
、
各
種
各
襟
の

見
界
が
あ
ら
う
ビ
思
ふ
が
、
大
寄
論
こ
し
て
は
、
時
勢
の

影
響
陀
る
こ
ご
に
就
い
て
、
誰
も
異
論
は
あ
る
ま
い
。
樺
凹

門
勢
家
の
榮
華
に
耽
る
こ
ご
こ
＼
に
百
数
十
年
、
ム
・
や
獣

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
一
三
一
　
（
二
九
九
）
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樂
響
き
て
哀
愁
至
ら
ん
こ
す
る
の
時
、
國
家
の
中
心
把
り

支
配
者
π
る
公
卿
は
趾
會
的
に
も
、
個
人
的
に
も
配
慮
蔵

番
に
耽
溺
し
た
結
果
獲
得
し
π
る
、
治
す
べ
か
ら
ざ
る
悪

疾
を
患
へ
て
墨
黒
は
清
磨
せ
ら
れ
，
精
憩
は
過
度
に
過
敏

ε
な
り
、
婦
人
は
ヒ
ス
プ
ソ
ー
・
学
園
る
～
も
の
少
く
、
旧
ヵ

子
は
更
に
激
し
い
騨
経
過
勢
症
に
懸
む
や
う
に
な
っ
て
、

掴
人
も
魅
會
も
、
暴
げ
て
怖
し
い
罪
悪
槻
に
陥
っ
て
六
つ

π
o
怖
る
べ
き
は
時
代
の
風
で
、
い
ま
だ
人
生
を
解
せ
ざ

る
小
児
す
ら
猫
ほ
甚
し
い
罪
悪
槻
に
苦
む
も
の
こ
考
へ
ら

れ
泥
○
地
獄
、
極
樂
の
信
抑
の
如
き
は
痛
く
時
人
の
騰
裡

を
刺
激
し
、
塞
の
河
原
の
苦
業
の
信
仰
、
の
如
き
叉
は
、
因

果
鷹
報
の
怖
る
べ
き
佛
福
沸
話
、
佛
敷
圃
説
の
如
き
も
世

に
其
の
威
力
を
逞
う
し
π
の
で
あ
る
○

か
や
う
な
時
勢
に
於
て
は
、
物
忌
、
方
違
、
肝
胆
、
所

疇
の
如
き
人
生
の
二
言
に
乗
ず
る
習
慣
や
風
俗
が
、
冷
静

な
理
乱
を
押
除
け
、
信
号
な
る
智
力
を
躁
話
し
て
・
こ
、

に
異
っ
た
る
時
代
か
ら
は
想
像
の
つ
か
ぬ
や
う
な
紳
秘
が

　
　
　
算
潤
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
天
満
天
紳
の
信
卸
の
鞭
遷

数
多
演
ぜ
ら
る
、
の
で
あ
る
。
菅
紳
出
世
の
一
條
は
、
一

つ
は
か
、
る
時
勢
の
産
物
で
あ
る
。
然
か
も
吾
人
は
こ
、

に
特
に
眞
言
宗
、
叉
は
他
の
釜
敷
に
依
て
唱
へ
ら
れ
元
赫

藤
の
功
徳
利
生
に
促
さ
る
、
も
の
多
き
を
否
む
こ
ご
が
幽

來
な
い
6
李
黒
く
、
い
や
寧
ろ
露
骨
に
謂
へ
ば
、
所
疇
の
行

藩
が
其
の
所
薦
の
効
果
を
責
ら
ん
が
嬬
め
、
聲
を
大
に
し

て
滋
眞
の
怨
竪
の
崇
り
を
吹
聴
し
π
ご
詳
言
し
て
も
よ
い

　
道
導
の
麗
後
太
宰
府
の
人
は
野
饗
寺
に
麿
所
を
創
め
て

其
霊
を
記
つ
陀
○
世
人
は
容
れ
を
私
に
天
満
天
紳
ご
號
し

元
。
莫
の
時
代
は
判
然
し
な
い
が
、
恐
ら
く
は
京
都
の
人

々
が
安
愚
意
の
庸
院
を
北
野
に
勘
託
し
π
頃
か
ら
，
滋
實

に
尽
し
て
職
位
賂
官
の
あ
っ
控
前
言
ま
で
の
問
に
、
稗
へ

始
め
ら
れ
元
も
の
で
あ
ら
う
。

　
野
漆
時
代
の
終
の
頃
に
成
っ
た
吏
料
に
、
既
に
此
種
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
つ

雨
露
が
朋
か
に
見
ぬ
て
居
る
・
嚴
本
紀
略
に
は
天
満
天
紳

ご
見
ね
、
本
朝
琶
紀
に
も
同
避
く
天
満
天
淋
ご
見
ぬ
、
扶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ

桑
賂
記
に
は
火
雷
紳
ご
見
ね
、
菅
家
御
勲
記
に
は
天
満
天

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
＝
三
二
　
（
三
〇
一
）



第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
天
満
天
紳
の
信
抑
の
饗
蓬

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
つ
　
ラ
　
　

紳
ご
見
ね
．
北
野
縁
起
に
は
北
野
自
在
一
週
ご
見
ぬ
、
最

　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
ヴ
　
つ

鎭
記
文
に
は
避
雷
天
紳
ご
見
ね
。
か
や
う
に
脚
號
が
ま
ち

一
に
な
っ
て
居
る
Q
本
朝
世
紀
に
は
「
永
延
元
年
八
月

搬
出
、
始
行
北
野
聖
廟
祭
肥
宣
命
云
、
掛
畏
支
北
野
爾
銀

天
蒲
宮
天
憩
云
々
天
満
天
国
之
勅
號
強
起
此
哉
」
ご
あ
る

も
遽
に
信
じ
難
い
。
叉
菅
家
御
傳
記
安
樂
寺
學
頭
安
修
奏

妖
な
る
も
の
を
引
い
て
「
延
喜
五
年
八
月
十
九
臼
味
酒
安

行
万
富
託
立
堀
越
．
薄
日
、
天
満
大
自
在
天
際
」
　
（
前
後

賂
）
、
こ
あ
・
る
も
亦
轟
轟
で
あ
る
Q
又
鮮
書
類
從
所
数
天
満

富
託
宣
記
に
勤
む
る
も
の
に
「
天
膵
元
年
丁
未
三
月
十
二

霞
酉
蒔
天
満
天
紳
託
宣
記
」
ざ
還
す
る
託
宣
あ
れ
ご
、
果

し
て
正
暦
の
記
載
な
う
や
信
を
措
き
難
く
、
富
戸
脚
號
の

起
原
は
朋
臼
で
な
い
。
申
右
寵
大
治
五
年
四
月
廿
入
日
の

　
　
　
む
ゆ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

條
に
は
北
野
廟
ご
あ
り
、
大
鏡
に
は
北
野
宮
ご
あ
り
、
伊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

呂
波
字
類
抄
に
は
唯
だ
北
野
ε
あ
b
、
正
暦
四
年
入
月
旦

八
H
賂
位
勅
使
の
陀
め
太
宰
府
に
下
総
せ
ら
れ
た
時
、
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
つ

宰
府
よ
り
奉
れ
る
解
交
に
郵
駅
寺
菅
丞
相
懸
道
の
る
・
か

第
二
號
　
ご
二
四
（
三
〇
二
）

く
ま
ち
ノ
＼
な
る
は
平
安
時
代
の
末
に
至
り
て
も
隔
い
ま

だ
天
満
天
淋
の
紳
號
の
一
定
し
な
か
っ
π
こ
ε
を
察
す
る

に
足
る
の
で
あ
る
。
宜
な
る
哉
○
政
事
要
賂
に
は
、
道
眞

・
の
溶
融
を
延
喜
四
年
に
か
、
げ
、
「
粟
後
號
天
満
天
榊
、

庶
入
皆
既
慰
し
ご
あ
る
。

　
「
天
満
大
自
在
天
業
」
の
紳
號
の
意
味
は
持
纒
者
な
ざ

の
唱
へ
初
め
把
る
も
の
で
あ
ら
う
○
天
満
大
自
在
天
榊
實

號
記
（
綾
類
從
所
牧
、
永
享
六
年
愚
智
の
著
）
に
は
「
夫

天
満
大
禽
在
天
神
七
字
之
賓
號
者
、
諸
衝
心
躰
衆
生
妙
搦

也
、
天
満
則
詮
本
田
也
、
所
謂
佛
紳
無
期
、
不
随
諸
藪
也

自
在
則
表
沸
用
也
、
所
謂
癒
墾
無
選
不
動
本
際
実
、
大
之

一
字
、
上
襲
天
満
之
睡
、
下
立
聖
算
之
用
焉
、
天
帥
二
字

則
総
結
名
也
」
ε
あ
っ
て
、
怖
ろ
し
く
む
つ
か
し
い
説
朋

が
附
い
だ
が
、
其
起
り
は
か
や
う
な
哲
學
髭
根
慷
あ
る
命

名
で
は
な
か
つ
だ
の
で
あ
ら
う
。
道
實
が
麗
秘
す
る
ご
菓

の
窪
が
上
天
し
て
梵
天
神
園
天
宮
に
入
り
て
鳥
帝
騨
天
か

ら
大
政
威
徳
天
の
號
を
擾
け
ら
れ
、
其
の
審
悪
擦
ふ
ハ
萬
八



千
、
毒
龍
、
悪
鬼
、
水
火
、
雷
電
、
風
伯
、
塗
師
、
害
毒

邪
沸
を
峯
ゐ
で
國
土
に
遍
満
し
た
ξ
い
ひ
出
さ
れ
元
結
果

天
満
天
紳
ご
號
さ
れ
把
の
で
あ
る
○
大
自
在
の
三
字
は
其

馬
脳
を
蛮
・
み
て
自
在
に
風
雨
水
火
を
弄
む
だ
こ
い
ふ
よ
り

起
っ
た
楽
座
こ
も
見
ら
れ
、
又
一
は
道
眞
の
露
が
大
自
在

天
宮
に
入
り
て
、
　
一
萬
二
干
八
百
人
の
随
身
を
拳
み
て
重

土
を
荒
し
π
こ
い
ふ
信
仰
あ
π
り
か
ら
、
附
會
さ
れ
た
名

権
か
ご
も
思
は
れ
る
。

　
此
の
趣
意
の
由
來
か
ら
考
へ
て
も
、
李
安
時
代
に
重
て

菅
紳
出
世
に
取
っ
て
は
、
遡
源
の
欝
が
怨
恨
の
紳
こ
な
っ

て
、
國
士
に
脳
ひ
す
る
こ
い
ふ
恐
怖
心
が
雰
常
な
る
カ
こ

な
っ
て
居
槌
こ
ご
は
雪
は
れ
な
い
○
永
観
二
年
六
月
ニ
ナ

九
臼
の
安
心
寺
託
宣
（
扶
桑
略
記
廿
五
甚
引
用
せ
ら
る
○

群
書
血
膿
所
牧
天
満
宮
託
宣
記
に
も
載
せ
ら
れ
、
尋
安
峙

代
の
終
の
頃
世
に
田
で
し
も
の
か
、
心
奥
二
年
に
あ
り
し

ご
い
ふ
託
宣
の
本
文
な
り
や
多
少
疑
ひ
あ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
も
　
わ
　
へ

．
我
毎
目
往
帝
繹
営
、
閣
羅
蟻
溝
、
自
在
天
営
．
五
天
竺
幽
，
大
唐
長
安
城

　
　
　
第
四
巻
　
雑
纂
　
庚
満
天
瀞
の
信
仰
の
遜
遮

附
記
弄
，
脅
聾
薪
三
寸
潔
武
城
、
當
廻
皇
城
、
井
常
府
、
使
語
騨

　
々
蹄
卜
占
別
営
等
也
、
我
蹉
鍔
俘
懲
、
一
萬
二
千
入
胃
餓
人
、
惣
倉
恨
・

　
背
世
、
鐙
賎
、
霞
魂
曽
以
集
蘂
、
促
元
理
含
根
鼠
輩
、
專
不
相
共

ご
あ
る
が
如
き
は
，
之
を
あ
か
ら
さ
ま
に
臼
駅
し
沈
も
の

で
め
る
○
こ
、
に
注
意
す
べ
き
は
不
動
の
怨
恨
は
天
満
天

紳
に
係
ら
膿
も
の
で
、
當
に
理
に
叶
ふ
怨
恨
、
即
ち
菅
公

の
怨
恨
の
如
き
を
い
っ
覚
の
で
あ
る
こ
ご
で
あ
る
0
4
1
安

時
代
の
絡
の
頃
に
邉
賢
土
入
冥
滋
認
，
（
叉
は
暗
黙
夢
記
ご

も
即
せ
ら
る
）
こ
い
ふ
も
の
が
現
は
れ
た
。
扶
桑
賂
記
》

元
寧
臨
書
、
管
外
菅
紳
の
こ
ビ
を
寵
し
た
卒
安
末
以
後
の

諸
書
に
普
く
引
用
さ
れ
て
あ
る
。
其
の
記
の
由
來
は
天
慶

四
年
入
月
一
“
道
賢
突
然
冥
滋
に
赴
き
、
走
れ
は
執
金
鰯

紳
な
り
ご
署
す
る
麗
偲
に
逢
厚
し
元
。
其
の
榊
は
遣
賢
に

藏
王
菩
薩
を
紹
介
し
て
、
道
賢
を
し
て
此
の
害
薩
ご
溜
答

せ
し
め
だ
。
所
が
其
々
薩
こ
い
ふ
の
は
、
菅
榊
で
あ
っ
た

の
で
、
普
く
菅
紳
の
有
様
を
知
り
、
洞
年
同
月
十
三
臼
寅

時
、
再
び
蘇
生
し
て
蕗
娑
婆
に
還
っ
て
、
始
絡
を
記
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
一
三
灘
　
（
三
〇
三
）



第
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
天
満
天
憩
の
信
郷
の
．
襲
蓬

云
々
こ
い
ふ
の
で
あ
る
。
天
慶
四
年
頃
作
ら
れ
た
も
の
こ

す
る
に
は
多
少
の
疑
ひ
は
あ
る
が
、
其
以
後
の
平
安
末
期

に
出
で
控
も
の
こ
な
す
に
は
異
論
は
あ
る
ま
い
。
其
の
書

中
に
、

　
太
政
天
（
大
菩
薩
の
こ
ミ
）
臼
、
我
楚
よ
人
庵
囲
萱
鞘
府
也
、
糧
三
天
寵

　
我
字
召
本
太
故
威
慮
天
，
我
二
相
鴬
愛
別
離
苦
之
悲
、
非
不
動
我
心
、
赦

　
我
欲
鷹
飢
臓
君
、
損
鶏
人
民
、
珍
演
國
土
，
我
主
嚇
切
摸
病
災
難
蔀
、
我

　
勧
思
念
、
用
我
生
前
厨
流
之
涙
必
減
彼
國
、
途
一
水
海
、
経
八
十
四
年
後

　
成
立
國
土
、
欝
我
磯
城
也
、
然
而
綻
所
有
聾
賢
寵
猛
等
、
購
流
霜
鱒
敏
、

　
子
棄
愛
重
此
数
、
故
昔
樽
怨
心
十
分
七
一
心
患
息
也
、
裡
以
化
勇
菩
薩
静

　
非
願
力
、
故
蝦
名
紳
明
、
　
或
在
由
土
林
中
、
或
環
海
邊
河
岸
、
各
盤
智
浩
刀

　
巻
慰
低
瀦
我
驚
　
故
案
致
綿
虫
早
也
、
但
裏
張
凝
十
山
ハ
艸
禺
　
八
工
－
誠
心
勲
等
塾
附
随
必
愚
致

　
損
害
，
叫
泣
難
禁
．
重
唱
憩
乎
（
後
略
）

ご
あ
る
。
更
に
大
菩
薩
の
敷
示
の
他
の
條
に
は

　
彼
B
本
太
政
天
者
、
菅
公
是
也
．
一
周
属
†
六
萬
八
千
、
毒
龍
，
悪
魂
、

　
水
火
、
露
電
．
風
佃
、
雨
帥
、
毒
害
、
邪
憩
等
、
遍
霊
園
土
、
行
大
災
害
冷

　
属
土
恋
善
感
、
不
能
庶
止
、
叉
去
延
長
八
年
夏
、
震
青
清
買
・
希
世
物
臣

　
等
、
即
此
天
《
第
三
使
者
、
火
食
天
氣
羅
王
之
転
作
也
・
（
下
略
V

な
ご
説
い
て
あ
る
太
政
威
徳
天
界
の
怨
露
に
て
、
雷
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
二
　
號
　
　
　
一
一
∴
山
ハ
　
（
｝
二
〇
四
）

嘉
言
が
最
も
威
を
振
つ
π
ご
信
せ
ら
れ
把
の
は
、
延
喜
以

後
は
火
災
及
落
雷
頗
る
多
一
、
之
馳
以
て
皆
菅
紳
再
怨
盛

ご
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
私
は
北
野
瀞
の
三
面
の
起
鎮
は
太

宰
府
の
菅
騨
ご
は
關
係
の
な
か
つ
π
も
の
こ
信
ず
る
の
み

な
ら
す
、
菅
原
道
興
の
怨
露
［
條
に
は
關
係
な
く
し
て
、

雷
公
を
寵
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
ご
思
ふ
。
こ
い
ふ

の
は
、
酋
宮
記
に

　
延
喜
四
年
十
二
月
十
九
日
，
国
乱
使
左
衛
門
督
藤
原
三
口
令
祭
露
公
、
此

　
祭
本
意
訪
花
大
臣
臼
、
此
故
太
政
大
臣
昭
宣
公
，
元
熱
中
欝
年
鍛
所
、
雷

　
公
｛
4
3
感
腰
．
囲
毎
年
秋
霊
祭
之
、
仁
和
中
不
祭
、
寛
争
三
年
、
頻
不
祭
、

　
彼
臨
奏
、
元
慶
，
祭
雷
公
敏
事
，
太
上
法
皇
国
之
臨
時
姦
濫
爺
祭
有
験
、
含

　
溝
以
來
、
祭
之
不
紹
、
今
因
之
欝
豊
年
、
可
祭
、
叉
不
可
以
挙
冬
祭
之
、

　
此
燈
轟
口
必
定
故
、
因
循
…
年
來
顕
職
，

、
、
」
め
る
卒
以
て
見
る
ご
、
雷
公
を
北
野
に
祭
っ
た
こ
ご
は

、
菅
淋
の
怨
魂
が
威
を
振
ふ
前
の
事
で
あ
る
。
或
は
後
人

此
の
北
野
雷
公
祭
の
例
か
ら
考
へ
及
ぼ
し
て
、
天
暦
元
年

に
菅
脚
が
近
江
國
比
良
宮
禰
宜
の
紳
良
種
の
男
太
郎
九
に

託
宣
せ
ら
れ
判
こ
い
ふ
の
で
、
や
が
て
北
野
に
㍊
ら
れ
る



こ
ご
に
な
つ
だ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
ご
思
は
れ
る
疑
ひ
が

あ
る
。
太
宰
府
の
天
満
宮
を
火
雷
天
瀞
ご
は
粥
へ
把
こ
ご

は
古
一
は
な
い
や
う
で
あ
る
が
、
北
野
の
天
日
宮
は
特
K

火
雷
天
紳
ご
罹
へ
ら
れ
し
も
之
に
關
卜
し
て
考
へ
て
見
る

必
翼
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
は
こ
に
か
く
菅
神
の
怨
露
は

火
雷
遙
し
て
最
も
威
力
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
総
じ
て
此
時
代
に
於
け
る
菅
紳
の
信
仰
は
怨
恨
の
悪
神

こ
し
て
畏
敬
さ
れ
紀
の
で
あ
る
◎
而
し
て
斯
の
如
き
方
面

に
其
の
僑
仰
を
著
し
く
し
π
も
の
は
、
髪
に
述
べ
た
如
く

所
薦
佛
敷
、
就
中
眞
言
宗
の
入
「
々
が
其
修
法
の
萬
能
を
示

さ
ん
ご
す
る
霞
め
に
之
を
高
唱
し
セ
疑
ひ
が
頗
る
多
い
の

で
の
る
○
前
に
引
用
し
π
道
賢
目
遣
記
に
も
、
菅
紳
が
其

怨
窯
を
恣
に
し
や
う
ご
思
ふ
が
、
併
し
こ
、
は
霧
敷
が
盛

ん
に
流
布
す
る
國
故
、
我
が
愛
重
す
る
敷
に
免
じ
て
、
一

心
の
十
分
一
に
思
息
む
の
で
あ
る
ご
明
記
し
て
あ
る
。
又

同
じ
記
の
申
に
、
太
政
威
徳
が
、
道
賢
上
人
に
誓
ふ
次
の
、

言
葉
が
あ
る
○

第
四
懸
　
　
雑
　
纂
　
　
天
馳
天
紳
の
倍
仰
り
攣
遜

　
玉
肥
H
爲
我
上
人
，
遣
一
輝
【
書
、
著
溶
之
、
信
上
人
、
傳
我
籏
、
作
我
形

　
像
、
総
我
名
號
、
有
盤
激
勅
羅
者
、
我
必
相
撚
於
上
へ
瓦
，
但
上
へ
有
短

　
命
相
し
憧
精
一
、
莫
二
巴
云
々

則
ち
菅
騨
は
羽
入
即
ち
道
賢
を
信
じ
、
遽
賢
底
入
を
儒
仰

し
て
忘
我
れ
を
留
る
者
あ
ら
ば
、
我
必
す
道
賢
上
人
の
祓

に
癒
じ
ゃ
う
ご
嘱
し
セ
。
而
し
て
此
道
賢
の
敏
法
は
朋
白

で
な
い
が
、
恐
ら
く
密
敷
の
行
者
で
あ
っ
記
ら
う
「
由
心
ふ

要
す
る
に
目
溢
賢
冥
道
記
は
道
賢
の
所
薦
、
乃
至
眞
言
の

功
徳
を
総
揚
せ
ん
が
爲
め
嘱
目
の
怨
恨
の
怖
し
き
を
か
り

て
來
た
や
う
な
も
の
》
如
く
思
は
れ
る
Q
叉
政
治
要
略
二

十
二
、
北
野
天
聯
會
の
條
に
、
本
書
の
著
者
な
る
惟
宗
允

亮
が
寛
弘
四
年
河
内
守
こ
な
っ
て
、
翌
年
同
尊
大
縣
郡
に

住
ん
で
居
托
蒔
に
、
同
地
の
三
光
寺
に
、
俗
幡
慶
こ
い
ふ

者
が
居
花
夙
に
高
野
山
に
遊
亡
し
や
う
こ
し
て
い
ま
だ
果

さ
な
か
つ
強
が
、
一
夜
夢
に
登
山
し
て
弘
法
大
師
に
謁
し

弛
。
大
師
彼
の
侶
に
告
げ
て
日
に
る
、
に
は
、

　
聲
弘
法
大
師
是
也
、
汝
漣
來
此
地
，
若
思
食
難
欺
．
至
予
糞
食
、
齊
臼
可

　
輿
輪
｝
、
天
ム
n
六
十
巻
可
來
鶯
四
騒
湘
也
、
管
派
［
相
者
我
等
触
世
立
身
．
野
讃
舳
風
者
我

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
μ
三
七
　
（
三
〇
鉱
》



第
圏
懸
　
　
雑
　
纂
　
　
天
溝
天
神
の
信
悌
の
攣
．
羅

　
類
世
之
勇
、
今
二
天
瀦
天
融
癒
蒲
世
間
、
結
繰
衆
生
也
（
下
略
）

こ
れ
で
見
て
も
、
紅
型
菅
聯
ご
密
敏
こ
の
關
係
の
淺
か
ら
．

ざ
る
所
を
察
す
る
に
足
り
る
の
で
あ
る
Q

　
併
し
此
時
代
こ
て
も
、
多
少
菅
紳
の
池
の
信
御
も
皆
無

こ
い
ふ
こ
ご
は
出
來
な
い
○
併
し
甚
だ
稀
薄
で
あ
る
二
ご

は
否
ま
れ
濃
事
事
で
あ
る
。
此
の
時
代
の
菅
溜
の
風
面
を

述
べ
終
る
に
際
し
て
、
鎌
倉
時
代
に
な
る
ざ
諸
赴
の
偏
人

無
官
が
起
始
文
を
か
く
．
蕩
合
に
は
必
ず
北
野
批
の
密
漁
に

於
て
す
べ
き
掟
が
出
動
た
こ
ご
ご
に
就
い
て
、
」
欝
む
や

う
ご
思
ふ
つ
嘉
事
實
は
三
浦
周
行
先
生
の
示
敷
に
得
た
も

の
で
薫
る
○
新
編
追
加
の
交
に

　
一
諸
継
紳
人
溜
押
詰
等
、
令
需
起
請
文
蹄
、
於
他
籟
澁
．
不
珂
書
由
事
．

　
右
於
京
都
者
、
不
嫌
自
助
飽
．
胴
於
北
羽
隠
可
四
書
也
、

　
仁
済
尤
年
　
十
二
月
十
六
U
　
　
　
　
繭
武
士
守

ご
あ
る
○
如
何
な
れ
ば
起
請
丈
は
北
野
阯
に
於
て
書
か
し

む
る
…
榛
に
極
め
た
の
で
あ
ら
う
か
。
之
は
菅
紳
は
正
直
を

保
講
噛
す
る
｝
脚
こ
い
ふ
僧
一
仰
が
、
締
…
差
置
時
伊
賎
に
乱
起
つ
た
か
ら

椰
弟
　
二
　
號
　
　
　
一
一
∵
八
　
（
三
∩
）
轟
ハ
）

そ
れ
に
起
因
す
べ
き
理
由
も
あ
る
が
、
ヌ
菅
紳
が
梵
天
帝

羅
天
宮
に
昇
つ
把
．
こ
い
ふ
に
關
係
す
る
者
も
多
い
の
で
あ

ら
う
。
即
ち
梵
天
帝
騨
が
多
く
の
春
鵬
を
率
み
て
非
違
を

瞼
蜥
す
る
神
こ
い
ふ
信
仰
が
あ
っ
た
の
で
、
古
察
起
請
文

を
書
く
蒔
に
は
、
第
一
に
姥
の
天
に
誓
ひ
を
だ
て
る
こ
ご

に
な
っ
て
居
π
Q
有
名
な
貞
永
式
目
に
附
い
て
居
る
誓
文

に
も
、

　
（
前
略
）
暮
直
営
｝
審
、
荏
曲
研
、
令
外
娼
養
、
梵
天
帯
灘
、
四
天
王
、
惣

．
B
本
閥
　
由
↓
ハ
十
－
絵
州
志
人
小
玉
W
漸
糊
ρ
下
・
略
）

ご
あ
憾
。
北
野
沸
即
ち
梵
天
帝
繹
天
宮
ご
信
ぜ
ら
れ
だ
か

ら
、
皆
北
野
の
祉
頭
で
誓
旨
を
立
て
る
の
を
有
効
ご
し
だ
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
或
は
梵
天
帝
繹
を
、
大
門
天
王
ε
課

つ
セ
信
仰
か
ら
起
つ
托
の
か
ご
も
思
は
れ
る
。
そ
れ
は
大

梵
天
王
は
清
浄
天
こ
い
ひ
、
婬
慾
を
讃
嘆
し
た
梵
天
國
の

王
で
あ
る
か
ら
、
起
請
文
の
誓
旨
を
紀
て
る
融
こ
し
て
、

最
も
有
効
ご
考
へ
、
之
を
北
野
神
に
附
撫
し
て
か
く
は
行

ひ
膿
は
し
た
も
の
か
ご
も
思
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
o



　
　
　
　
鎌
倉
購
代
　
　
　
　
　
　
　
三
月
＋
二
H
近
江
國
比
羅
宮
の
直
人
に
下
せ
し
託
宣
こ
い

　
軍
馬
時
代
に
は
、
専
ら
怨
恨
の
憩
、
風
雨
火
水
の
支
配
　
ふ
文
申
に
、
諸
の
雷
紳
管
玉
を
し
て
悪
を
罪
し
κ
，
㎞
芝
を

紳
に
し
で
、
罪
悪
の
罰
す
べ
き
も
の
を
諭
す
ご
い
ふ
荒
神
述
べ
○
夏
に

の
意
味
に
信
仰
せ
ら
れ
犯
萱
紳
は
、
鎌
倉
時
代
の
中
頃
よ
　
　
世
界
仁
佗
昆
兆
惑
決
衆
生
於
見
提
言
天
救
寧
止
茸
曾
思
夫

－
・
其
の
終
の
頃
に
か
け
て
、
鍵
姦
ふ
透
し
て
利
論
叢
鐘
難
縫
鞭
鰭
鶴
．
纏
纐
鰍

生
を
示
し
、
つ
い
で
は
如
何
な
．
⇔
所
願
で
も
、
一
心
高
邑
如
意
藁
韮
略
記
よ
”
上
す
）

に
菅
紳
を
赫
念
ず
る
者
に
は
必
ず
成
就
せ
し
む
る
ざ
い
ふ
　
ご
あ
る
。
罵
れ
に
披
て
・
李
安
時
代
の
末
に
は
・
か
、
る

野
臥
濟
の
脅
な
昼
、
縛
じ
て
は
後
生
を
す
ら
も
急
信
禦
・
轡
あ
婁
の
で
あ
る
・
罪
悪
を
犯
す
者
を
糺

〃
。
絶
島
慈
悲
の
轡
な
つ
π
。
講
は
養
帥
は
纏
の
爵
さ
う
ε
い
ふ
信
仰
考
・
癒
し
て
冤
罪
に
苦
悩
を
救

照
か
ら
信
仰
の
劉
照
へ
こ
攣
化
し
元
。
現
世
的
の
淋
砥
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濟
す
る
こ
い
ふ
信
仰
に
登
展
せ
る
路
が
、
頗
る
明
自
で
あ

ら
轄
じ
て
來
世
的
に
…
昂
じ
セ
の
で
め
る
。
勿
論
一
方
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
○
更
に
鎌
倉
時
代
に
な
る
ご
、
一
層
こ
れ
が
明
瞭
ざ
な

依
然
怨
恨
の
紳
、
悪
人
一
口
の
自
訴
風
雨
一
こ
す
る
信
仰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
、
多
く
の
例
話
な
ざ
さ
へ
附
會
さ
る
、
こ
ご
》
な
つ
π

も
絶
ね
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
が
、
世
人
が
除
り
其
方
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
倉
時
代
の
中
頃
よ
り
、
南
北
朝
時
代
の
頃
に
か
け
て

の
信
仰
を
も
て
は
や
愚
な
く
な
つ
把
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
満
宮
の
繰
起
藪
一
世
に
現
は
れ
た
○
今
左
に
其
詞
丈
見

　
尤
も
か
、
る
三
三
式
。
の
天
一
信
仰
は
、
突
然
此
時
代
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陀
も
の
を
列
擁
す
る
ご
、

至
っ
て
勃
興
し
だ
も
の
で
は
な
く
、
銑
に
前
時
代
か
ら
多
　
　
（
一
口
北
野
繰
　
越
　
（
言
書
二
合
融
蔽
蔀
所
演
ト
…
中
下
三
巻
）

少
さ
う
い
ふ
傾
向
は
見
ね
て
居
た
の
で
あ
る
。
，
天
暦
元
年
、
　
（
二
）
北
野
気
心
（
牝
野
誌
所
破
・
一
巻
）

第
凶
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
天
漁
天
憩
の
傭
仰
の
繕
蓋
逓

第
二
號
　
　
　
一
，
一
∴
九
　
（
三
〇
七
）



第
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
天
滞
天
聯
の
信
仰
の
獲
蓬

（
三
天
　
紳
　
記

（
四
）
北
野
二
二
繰
趨

ρ
五
）
北
野
、
本
　
地

ハ
六
）
荏
二
天
下
線
起

（
北
野
誌
所
牧
，
上
F
爆
）

（
績
群
嘗
類
從
淋
砥
部
班
攻
、
　
一
巻
）

（
嬢
群
書
類
從
紳
祇
部
夙
興
、
一
巻
）

（
齢
害
類
從
沸
砥
部
所
版
、
　
一
巻
4

右
の
内
で
（
こ
の
北
野
縁
起
は
承
久
の
作
な
る
こ
ご
、
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
の
中
に
『
伍
寛
弘
元
年
始
に
行
幸
・
あ
り
き
。
承
久
の
冷

に
至
る
ま
で
』
云
々
ご
あ
る
に
て
知
ら
れ
る
。
（
二
）
の
北

野
事
蹟
は
其
後
い
つ
の
頃
に
か
、
北
野
緑
起
を
敷
下
し
た

る
も
の
で
あ
る
が
、
其
時
代
は
今
明
か
で
な
い
け
れ
ざ
も

之
を
敷
衛
し
ん
者
は
雷
雨
思
想
に
支
配
せ
ら
れ
π
も
の
ら

し
く
、
素
よ
り
鎌
倉
時
代
の
終
り
の
頃
の
も
の
か
ご
思
は

る
。
然
ら
ば
如
何
に
宜
敷
思
想
に
支
配
せ
ら
れ
π
人
に
依

て
敷
漏
せ
ら
れ
た
か
ご
い
ふ
に
、
北
野
縁
起
の
結
宋
の
段

に
「
凡
天
帥
に
心
ざ
し
を
い
た
し
、
歩
を
は
こ
ぱ
ん
こ
も

が
ら
は
、
い
か
成
の
ぞ
み
か
む
な
し
か
る
べ
き
」
ご
結
ん

で
居
る
の
を
、
北
野
事
蹟
に
ば
「
お
ほ
よ
そ
天
工
旧
信
仰
串
・

　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
く

さ
む
人
は
、
ま
つ
忠
孝
を
さ
き
こ
し
、
是
非
を
わ
き
ま
へ

正
直
を
存
じ
、
慈
悲
の
随
ふ
か
く
て
、
入
を
π
す
け
、
民

第
二
號
　
　
　
一
四
〇
　
（
三
〇
入
）

虐
を
や
す
く
し
て
、
な
に
n
こ
ご
に
て
も
、
ざ
う
り
を
そ
む
か

す
所
傭
申
さ
ん
こ
ご
は
、
ご
き
日
を
め
ぐ
ら
さ
す
し
て
、

ま
ん
願
成
就
せ
ん
こ
ご
疑
ひ
あ
る
べ
か
ら
す
」
ざ
い
っ
て

居
る
な
ご
其
一
例
で
あ
る
り

　
．
次
に
四
）
の
北
野
天
瀞
縁
起
も
亦
北
野
縁
起
を
漢
鐸
す

る
ご
同
時
に
、
多
少
敷
面
し
た
も
の
で
あ
る
。
併
し
其
製

作
年
代
は
北
野
事
蹟
よ
り
は
古
い
で
め
ら
う
ご
思
は
れ
る

（
三
）
の
天
虚
舟
も
亦
北
野
縁
起
を
本
ξ
し
て
作
っ
陀
も
の

で
あ
る
○
北
野
誌
所
牧
の
奥
書
の
文
に
『
永
徳
三
年
癸
亥

二
月
爲
、
前
大
駐
輪
少
輔
從
五
位
下
藤
原
光
若
書
圃
之
』

ご
あ
る
か
ら
、
此
頃
出
來
だ
も
の
で
あ
ら
う
、
か
や
う
に

縁
起
に
数
本
は
あ
る
が
、
大
方
北
野
縁
起
が
根
本
で
あ
る

た
や
こ
＼
に
（
五
）
の
北
野
本
地
は
前
述
の
諸
書
ご
關
係
が

少
な
い
や
う
で
、
蜜
は
大
起
似
把
も
の
で
あ
る
。
其
製
作

年
代
は
北
野
至
高
よ
b
は
少
し
新
し
い
様
で
あ
る
が
、
併

し
南
北
朝
時
代
に
は
下
ら
ぬ
頃
の
も
の
こ
鎌
遇
す
る
○

（
六
）
の
鎌
倉
荏
柄
馬
革
緑
起
は
北
野
本
地
ご
流
接
本
末
の



關
係
あ
る
も
の
．
こ
思
は
れ
る
。
恐
ら
く
は
荏
豪
勢
紳
縁
起

が
本
で
あ
ら
う
か
Q
荏
柄
天
紳
縁
起
の
艶
書
に
よ
る
ご
、

之
は
元
慮
の
作
ご
見
る
こ
ご
が
出
來
る
。

　
意
外
天
瀞
信
仰
に
就
い
て
は
鎌
倉
時
代
に
現
は
れ
把
古

書
に
一
箇
灰
や
二
箇
断
、
筆
を
用
ひ
な
い
も
の
は
な
い
ご

謂
っ
て
よ
ろ
し
い
Q
即
ち
、
古
事
談
、
績
古
事
談
、
十
型

抄
、
著
聞
集
の
如
き
敷
訓
書
は
勿
論
愚
管
抄
、
百
練
抄
、

吾
妻
鏡
、
塁
壁
盛
衰
記
等
の
史
書
、
其
外
歌
書
等
に
も
其

の
記
載
が
頗
る
多
い
。
之
等
多
く
の
鎌
倉
時
代
に
現
は
れ

た
薫
物
に
見
ぬ
て
居
る
菅
瀞
信
仰
は
、
怨
恨
紳
、
荒
三
等

の
性
質
を
失
っ
て
、
專
ら
慈
悲
の
紳
、
雪
冤
紳
、
進
ん
で

は
後
生
軽
鴨
赫
こ
し
て
利
着
着
示
し
で
居
る
の
は
甚
だ
面

白
い
所
で
あ
る
。

　
菅
紳
が
一
向
一
心
に
所
ら
ば
如
何
な
る
所
願
を
も
成
就

さ
す
べ
し
ご
い
ふ
下
柳
は
、
諸
書
に
其
例
頗
る
多
い
。
北

野
縁
起
薫
承
保
の
頃
西
の
京
の
七
條
通
り
に
住
む
で
居
弛

銅
，
細
工
の
女
学
入
、
難
題
に
事
ふ
る
を
歎
き
．
亡
き
乱
軍

　
　
　
第
四
魅
　
　
雑
　
纂
．
　
天
満
天
淋
の
信
仰
の
攣
蓬

に
事
ふ
る
こ
ご
能
は
ざ
れ
ば
、
命
を
召
せ
こ
所
願
精
誠
を

込
め
し
か
ば
、
天
聯
即
ち
二
女
を
救
ひ
、
一
人
は
播
磨
守

有
忠
の
妻
こ
な
り
、
一
人
は
宮
仕
へ
さ
せ
給
ひ
し
云
々
こ

い
ふ
話
が
め
る
。
之
れ
等
は
菅
紳
の
慈
悲
の
普
き
を
語
る

好
例
話
で
あ
る
○

　
菅
紳
が
無
實
の
罪
を
糺
し
正
直
な
る
精
紳
を
擁
護
す
る

細
君
こ
な
つ
陀
こ
ご
も
著
名
な
例
が
あ
る
。
、
待
賢
門
院
が
皇

后
で
在
し
π
頃
に
、
さ
る
近
侍
の
女
房
が
着
物
を
失
つ
穴

こ
ご
が
あ
っ
陀
。
あ
る
一
人
の
女
房
託
れ
を
盗
ん
だ
こ
い

ふ
嫌
疑
を
蒙
つ
π
。
其
女
房
身
に
麗
ね
な
き
冤
罪
で
あ
る

の
で
、
大
に
憤
っ
て
北
野
の
鷲
頭
に
至
り
て

思
ひ
き
や
な
き
名
れ
つ
均
は
う
か
纏
き
亡
現
人
淋
に
成
し
昔
を

ご
護
み
て
奉
り
し
に
、
其
の
日
の
中
に
、
之
を
盗
ん
だ
眞

黒
黒
な
る
は
し
た
め
、
其
着
物
を
抱
き
て
鳥
弱
天
皇
の
御

前
に
め
ら
は
れ
登
籍
し
に
ご
い
ふ
話
が
あ
る
。
曇
れ
は
前

の
北
野
縁
起
及
び
其
類
書
及
び
著
聞
集
（
二
書
こ
も
奉
献

の
歌
の
上
の
句
に
多
少
の
相
蓮
あ
り
、
思
ひ
い
つ
や
な
き

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
一
四
一
（
三
〇
九
）
　
解

霧



晦
“

第
二
谷
　
　
雑
．
…
墨
　
　
天
満
天
紳
の
信
佛
の
漿
趣

名
の
党
つ
は
こ
あ
る
）
等
皆
此
話
を
傳
へ
て
居
る
○

　
又
同
じ
信
仰
を
物
語
る
話
に
、
鳥
羽
院
の
御
代
、
琶
壌

寺
に
阿
魔
梨
仁
俊
こ
い
ふ
高
徳
が
居
π
○
此
人
に
豊
し
て

あ
る
女
房
が
、
此
の
儒
女
心
め
り
こ
、
鳥
越
天
皇
に
暴
言

し
た
○
之
を
聞
い
だ
仁
博
大
に
憤
っ
て
、
北
野
の
魁
に
お

寵
り
七
て

　
、
・
’
・
談
み
奉
つ
惣
。
す
る
ご
其
女
房
は
紅
の
袴
ば
か
り
は
い

て
、
錫
杖
和
携
へ
ふ
り
て
、
仁
俊
に
そ
ら
言
い
ひ
つ
け
π

る
報
い
よ
ざ
掲
語
せ
し
か
ば
、
天
皇
使
を
北
野
に
潅
は
し

て
仁
俊
を
御
召
し
に
な
つ
π
こ
い
ふ
話
が
あ
る
か
く
て
菅

榊
は
罪
「
を
雪
ぎ
、
飽
く
ま
で
も
正
蔽
を
守
b
非
道
を
懲
す

融
こ
な
っ
た
鎌
倉
時
代
に
起
悪
文
を
此
の
祉
で
書
か
し
め

る
こ
ご
に
し
に
の
も
、
一
は
か
、
る
信
仰
に
超
因
す
る
こ

．
憲
で
あ
ら
う
G

　
進
ん
で
菅
紳
は
今
や
往
生
極
樂
を
す
ら
守
護
す
る
赫
ご

．
な
っ
た
。
後
三
條
天
皇
の
御
代
に
，
仁
和
寺
の
池
上
の
檎
西

第
ご
號
　
　
　
鴫
四
二
　
（
三
一
〇
）

隻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
り
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む

念
が
北
野
肚
に
百
臼
墾
寵
し
て
、
臨
終
正
念
、
往
生
極
樂

を
所
願
し
π
。
す
る
ご
北
野
紳
の
託
宣
に
『
汝
が
望
申
事

π
や
す
か
ら
す
ご
い
へ
こ
も
、
心
ざ
し
念
頃
也
、
來
年
二

月
の
彼
岸
の
結
願
の
疑
の
朝
を
転
べ
し
、
そ
の
ほ
ご
お
も

ひ
忘
る
、
こ
ご
な
ぐ
念
佛
す
べ
し
、
い
か
な
る
入
も
志
を

い
た
せ
ば
、
往
生
は
や
す
き
事
な
り
共
、
臨
終
に
魔
縁
き

ほ
ひ
て
こ
ぐ
る
事
か
π
し
』
云
々
（
北
野
緑
逸
）
ε
あ
っ

陀
こ
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
○
叉
北
野
本
地
、
荏
柄
天
紳
縁
起

竺
寸
に
、
其
功
徳
を
総
へ
て
ト
、

　
　
　
　
　
　
　
つ
　
ひ
　
　
　
つ
　
　
　
コ
　
う
　
　
　
つ

　
凡
官
位
編
隷
智
惑
、
臨
絡
正
念
陰
門
究
極
樂
の
の
ぞ
み
、
何
事
も
申
に
し

　
れ
が
び
て
叶
は
ぬ
は
な
ご

ビ
説
く
こ
こ
ろ
が
あ
る
。

　
斯
の
如
き
菅
紳
の
信
仰
は
、
岩
瀬
往
生
全
盛
の
割
り
、

其
影
響
を
受
け
て
、
か
く
は
便
方
化
現
を
見
る
に
至
っ
把

の
で
あ
る
こ
ご
は
、
何
の
説
明
も
要
さ
な
い
事
で
あ
る
Q

此
の
信
仰
の
墾
遷
は
鎌
倉
時
代
の
初
め
、
承
久
前
後
よ
り

鎌
倉
の
潔
斎
ま
で
に
蕩
然
ご
認
め
ら
る
～
の
で
あ
る
。
異



に
列
聖
し
た
諸
種
の
縁
趨
は
北
野
縁
起
（
或
は
い
ふ
北
野

根
本
縁
起
）
を
本
こ
し
て
鎌
倉
時
代
の
末
に
至
る
ま
で
順

次
作
ら
れ
た
も
の
で
、
其
内
容
は
賂
ぽ
同
じ
で
あ
る
。
以

上
諸
種
の
鎚
起
の
外
里
塚
帖
に
周
防
國
佐
波
郡
防
府
町
松

崎
天
神
縁
起
こ
い
ふ
が
あ
る
。
之
れ
も
恐
ら
く
右
諸
縁
起

の
類
本
か
ご
思
は
れ
る
G
か
く
其
数
の
頗
る
多
き
は
、
財

界
信
仰
の
覆
面
ご
共
に
、
諸
國
に
北
野
天
紳
を
勘
請
し
、

自
然
そ
れ
み
＼
に
縁
超
を
作
る
も
の
、
多
か
つ
把
か
ら
で

あ
る
○
而
し
て
其
縁
起
を
作
る
や
、
詞
は
大
概
承
久
の
北

野
根
本
緑
起
に
後
り
、
之
れ
に
若
干
添
削
を
加
へ
、
憂
丈

し
π
も
の
で
あ
る
。
尤
も
此
根
本
縁
起
こ
い
ふ
も
、
何
か

叉
擦
る
研
の
も
の
が
あ
っ
柁
か
ご
潜
れ
る
疑
ひ
は
あ
る
Q

か
く
て
圖
維
の
詞
は
大
概
同
じ
も
の
で
、
一
見
何
等
償
値

な
き
や
う
に
思
は
れ
る
。
け
れ
ざ
も
、
吾
人
の
菅
淋
信
仰

の
沿
革
的
研
究
に
取
っ
て
は
、
一
々
貴
重
な
る
も
の
で
あ

る
。
同
じ
鎌
倉
時
代
に
於
て
出
所
把
も
の
で
も
、
承
久
頃

ご
仁
治
や
元
豊
頃
に
出
來
紀
も
の
こ
で
は
、
信
仰
上
著
し

第
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
天
瀧
界
騨
の
信
仰
の
鐙
遮

い
爽
展
の
跡
を
見
る
こ
ご
が
出
懸
る
の
で
あ
る
。
前
述
せ

る
が
如
く
、
北
野
根
本
縁
起
に
は
、
菅
野
は
慈
悲
の
紳
、

所
願
戒
就
似
勅
、
・
保
善
懲
悪
の
紳
、
雪
冤
の
棘
ご
い
ふ
信

仰
は
明
確
に
現
は
れ
て
居
る
が
、
後
生
救
濟
の
紳
こ
い
ふ

が
如
き
信
仰
は
十
分
見
る
こ
ご
が
出
來
な
い
○
所
が
北
野

本
地
や
、
荏
柄
天
紳
緑
台
に
は
、
臨
写
正
念
、
往
些
極
樂

を
も
得
さ
せ
る
帥
ご
朋
記
さ
れ
る
や
う
に
な
つ
だ
の
で
あ

　
　
　
　
　
ジ

る
○
斯
の
如
き
鍵
化
は
吾
人
が
最
も
興
味
を
賑
す
る
黙
で

あ
る
Q

　
鎌
倉
時
代
の
菅
帥
信
仰
を
違
べ
終
ら
ん
ξ
し
て
、
こ
、

に
附
言
し
て
澄
き
お
き
は
菅
紳
の
往
生
保
護
こ
い
ふ
信
仰

ご
、
天
紳
の
本
地
は
観
琶
音
菩
薩
で
あ
る
ご
信
証
ら
れ
把

こ
、
こ
、
、
關
係
の
多
い
こ
ご
で
あ
る
。
天
満
天
棘
ご
観
音

ご
が
本
卦
一
々
を
結
ぶ
臥
様
に
な
っ
た
來
・
歴
は
、
除
り
朋
白

で
な
い
。
張
ひ
て
隔
れ
を
求
む
れ
ば
、
嘉
承
元
年
十
二
月

陳
経
（
菅
原
）
ご
奥
書
の
あ
る
菅
家
御
翻
心
に
『
安
樂
寺
學

頭
安
修
奏
状
云
、
太
宰
府
安
紀
寺
者
、
贈
大
相
國
菅
原
道

第
二
號
　
　
　
一
四
三
　
（
三
一
一
）



＼

　
　
　
第
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
天
瀟
天
融
の
信
仰
の
攣
濫

眞
公
喪
葬
之
地
、
十
一
面
公
告
音
大
菩
薩
二
業
之
腱
也
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ご
あ
り
。
叉
北
野
古
縁
起
（
群
書
類
從
所
牧
、
漢
文
本
）

に
北
野
に
三
開
四
面
の
堂
＝
宇
を
建
て
、
観
音
菩
薩
の
像

を
安
讃
す
る
こ
ご
あ
り
○
之
れ
等
の
事
實
な
ご
が
、
恐
ら

く
は
野
里
委
の
一
つ
で
あ
り
○
そ
れ
に
、
季
安
時
代
の
末
か

ら
鎌
倉
時
代
の
「
初
め
に
か
け
て
、
菅
紳
が
慈
悲
の
紳
こ
な

つ
π
こ
ご
も
亦
観
世
音
ご
結
び
つ
く
一
つ
の
源
委
こ
な
つ

陀
で
あ
ら
う
。
そ
は
こ
も
あ
れ
、
天
満
馬
革
　
の
本
地
は
黒

虫
な
り
こ
い
ふ
こ
ご
は
著
し
い
信
仰
こ
な
つ
把
○
愚
管
抄

に
も
『
天
神
ハ
ウ
タ
ガ
ヒ
ナ
ク
、
観
音
化
現
三
ク
ハ
末
代

ザ
マ
ノ
五
法
ヲ
マ
ジ
カ
ク
、
マ
モ
ラ
ン
ト
思
シ
メ
シ
ナ
、

カ
、
ル
ρ
ト
（
時
李
の
議
言
よ
り
道
翼
左
遷
せ
ら
る
、
こ

ご
）
ハ
ア
ジ
ク
川
ト
、
ア
ラ
バ
明
知
ラ
押
・
事
也
」
ご
見

ね
叉
北
野
緑
起
、
天
測
記
等
に
は
『
本
地
を
尋
澱
れ
ば
、
槻

昔
の
垂
泌
な
り
、
慈
悲
の
弘
誓
淺
か
ら
す
』
ご
明
記
し
て

め
る
Q
而
し
て
澤
土
敷
の
方
で
は
観
音
は
草
庵
の
想
門
を

は
現
す
も
の
こ
す
る
か
ら
、
自
然
三
三
往
生
に
深
く
ゆ
か

策
二
號
　
　
　
一
四
四
　
（
三
｝
二
）

り
あ
り
ご
導
燈
ら
る
＼
や
う
に
な
っ
た
○

　
北
野
誌
に
天
聯
講
私
記
ど
い
ふ
も
の
が
蔵
っ
て
居
り
、

菅
原
郷
長
御
作
云
々
の
奥
書
は
あ
れ
ご
、
遽
か
に
信
せ
ら

れ
ぬ
Q
何
々
講
式
（
太
子
講
式
、
報
恩
講
武
等
南
北
朝
前

後
に
作
ら
れ
た
る
も
の
多
し
）
の
多
く
の
例
に
も
れ
す
、

早
く
こ
も
鎌
倉
時
代
の
滑
り
か
、
南
北
朝
時
代
に
出
來
た

も
の
こ
思
は
れ
る
。
が
本
文
中
に
『
伍
爲
二
天
満
天
帥
三

野
、
始
自
元
久
元
年
之
夏
城
北
之
紳
祠
毎
月
設
十
八
日
之

曾
云
々
』
ご
あ
る
か
ら
或
は
其
の
頃
の
作
で
も
あ
ら
う
か
○

そ
れ
の
第
四
條
、
家
世
引
接
を
慧
む
願
文
の
終
り
に
、

　
知
來
干
割
一
実
者
）
之
名
，
二
五
彌
陀
、
即
凝
音
、
齪
膏
郎
彌
陀
内
識
、
外

　
用
之
朋
惟
一
、
観
首
遷
天
聯
、
天
融
匙
槻
資
、
然
鰍
敏
敬
帥
功
、
欝
成
佛
之

　
計
預
託
音
∠
楽
迎
、
詣
彌
陀
之
浄
剥
、
亦
何
回
辛
不
悦
乎
働
以
伽
陀
再
讃

　
嘩
禮
翌
日
、

　
願
我
臨
欲
滝
野
時
，
　
　
　
盤
除
一
切
諦
蹄
琳

　
、
顧
見
彼
佛
阿
彌
陀
、
　
　
　
即
孫
往
生
卸
量
幽

　
南
元
受
命
．
項
縷
大
瀧
天
煮
麺
膿
鋼
世
音
菩
薩

ご
あ
る
。
写
れ
も
正
し
く
菅
原
天
紳
を
後
生
救
濟
に
引
き

入
れ
る
や
う
に
な
つ
牝
一
の
千
路
で
め
る
こ
ご
が
朋
瞭
で

あ
ら
う
○
、


